令和７年度　南信州広域連合自立支援協議会くらし部会（精神障がいチーム）活動報告


１　令和７年度の活動目標
・事例検討や実践報告、意見交換より出された地域の現状や課題を知り、誰もが安心して暮らすことができる地域作りを目指す。
・精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの協議の場として、研修会等の機会を取り入れ支援力の向上を図るとともに、関係機関のネットワークの構築を目指す。

２　部会の開催日程及び取組内容
年７回　概ね奇数月の第４木曜日　午後１時30分から午後３時00分
	開催月日
	参加者
	内容等

	第１回
５月22日（木）
	16名
	令和6年度活動報告及び令和7年度活動計画について
令和６年度研修会での事例検討その後の経過報告
（豊丘村役場、かみさと地域包括支援センター）

	第２回
７月24日（木）
	22名
	「最近の飯田下伊那郡における精神医療の状況」
飯田病院　ソーシャルワーカー　尾澤徳行氏

	第３回
９月25日（木）
	40名
	精神障がい者地域生活支援関係者研修会①事例検討グループワーク
事例発表「精神的に不安定な独居高齢者の支援」
松川町役場保健福祉課　包括支援係長　北沢百合子氏
松川町役場保健福祉課　主任介護支援専門員　宮崎奈保美氏
スーパーバイザー飯田病院副院長 精神科医 南風原　泰　氏

	第４回
11月27日（木）
	19名
	精神障がい者の高齢に伴う困りごとや思うこと
グループワーク

	第５回
１月22日（木）
	26名
	精神障がい者地域生活支援関係者研修会②事例検討グループ
ワーク
事例発表「依存症の母をもつ家族への支援」
飯田市役所福祉課　重層的支援係　佐々木千栄子氏
スーパーバイザー飯田病院副院長 精神科医 南風原　泰　氏

	第６回
３月19日（木）
	13名
	令和７年度まとめと令和８年度の活動検討



３　活動成果
・地域包括ケアシステムの協議の場として、精神障がい者地域生活支援関係者会議を継続し、事例検討・グループワークを行う中で多職種各々の立場からの意見交換等、精神障がいがある方の課題や支援方法について学び情報共有も行っている。また、スーパーバイザーの南風原医師にご意見を伺い理解を深めることができている。
・前年度の研修会での事例に関して、その後の経過報告をしていただくことで状況の確認や支援等、継続的な検討の機会となっている。
・地域の中核的な医療機関から最近の精神医療の報告を受け状況を把握をすることができた。
　・精神障がい者の高齢期での困りごとを共有し、みえてきている課題もある。
　・部会での活動を通じて、多職種間での関係性の構築が可能になってきている。

４　次年度に向けて検討すべき課題等
　・精神障がい者地域生活支援関係者研修会を継続する。
・県内でも精神科医が少ない状況の圏域であるため、初診待機の間に状態が悪化する方々もいる。また、福祉サービスにつながるまで等、地域の保健師の役割や関りを知ることが必要である。
・地域課題の把握や検討をするためにも行政の関りが重要なため、部会への参加を引き続き呼び掛け、行政、医療、保健、福祉、介護など連携の在り方について協議をしていく。
・前年度から上半期までの活動を振り返り課題の整理を行い、下半期の活動を検討する。



